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～県内で暑熱被害が発生しています～ 
鶏は 27℃を超えると暑さストレスにより、産卵・卵質の 
低下、さらには熱射病や斃死に陥り、経済的な損失を招く 

ため、暑熱対策には充分な注意が必要となります。   

     
      出荷前の肉用鶏には特に注意しましょう 

   出荷前の肉用鶏は特にきめ細やかな管理が必要です。舎内の気温や 

   換気、冷水の給与等に細心の注意を払い、事故を防止しましょう。 
 

《環境対策》 
 

○ 鶏舎の暑さ・湿度対策 
・ 換気扇・送風ダクトで鶏舎内を強制的に換気することで体感温 

度と湿度を下げる 

・ 寒冷紗・グリーンカーテンを使用し直射日光をさえぎる 

・ 屋根への散水、断熱塗料や石灰を塗布し屋根の温度上昇を防ぐ 

   

 

 

 

 

 

   アカザを利用した鶏舎 
    

【群馬県 採卵鶏 農場の例】 

○雑草であるアカザを移植。 

○アカザは成長が早く、夏期には日陰ができた。 

○鶏舎の風通しのため、下部の枝や葉は切る。 

○実施前に比べ夏の死亡羽数が激減。 
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万全な暑熱対策を！！ 
暑い日が続き、人も家畜もより徹底した暑熱対策が必要に

なっています。もう一度対策確認、対応をお願いいたします！ 



○ 鶏体への対策 
・ 体に噴霧することで気化熱と送風で体感温度を下げる 

・ 密飼いをさける 

 

《飼養管理》   

○ 昼間の絶食・夜間給餌 

  日中の高温時に飼料摂取による体内発熱量の増加を防ぐ  
○ 冷水投与 

  いつでも冷たい水を十分に飲めるようにする 

 
 

 

 
 

 

 
  

緊急時の対策（35度を超えたら） 

鶏には汗腺が無いため、暑熱時には過呼吸で血液がアルカリ性に傾
いてしまいますので、飼料・飲水に重曹を０.５～０.７％の割合で混

ぜます。また最大限の送風を行い、鶏体を冷却しましょう。 

強い暑熱ストレスを受けてしまった場合は、すぐに水を飲ませずに、
緊急対応として直接鶏に水を掛けて冷やしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

家畜に異常を認めた時には、家畜保健衛生所までご一報ください 

電話番号 023-686-4410  
上記電話番号で２４時間対応しています！ 

 

鶏舎構造によりますが、ピックだけの給水では

なく、例えば水トイも設置し、水を流すなど 

して、いつでも冷たい水を充分に飲めるように

してください 

暑熱の影響は秋以降まで続きます 
大切な家畜の夏バテ防止のために、是非再確認しましょ

う！ 

暑熱による大規模な被害が起きた時には、報告期限前で

も家保までご連絡ください。 


